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【要旨】 

第1章 はじめに 

 近年、日本企業のグローバル化、日本人口の減少などに伴い、日本に在住し、日本企業に勤務

する外国人ビジネスパーソンは増加傾向にある。しかし、ビジネスに必要な高度な日本語能力や

外国人には理解しにくい日本企業の社会文化的な問題、日本での住環境の確保や人間関係の

構築や一生活者としての問題など、外国人ビジネスパーソンを取り巻く問題は多岐にわたっている。

これまで稿者が日本語研修で接してきた外国人ビジネスパーソンは、日本語運用力は職務遂行

に支障はないレベルに達しながらもコミュニケーションに違和感や問題点を認識し、様々なストラテ

ジーを駆使し自律的に学習していることが見受けられた。そこで、本研究では日本在住の韓国人

IT ビジネスパーソン（以下 KIB）を調査対象に、職場内・外の日本人との接触場面の中で、どのよう

なインターアクション上の特徴があるかを以下の研究目的に焦点を当て明らかにすることとした。 

①KIB の文法外コミュニケーションの特徴の一端を明らかにする。 

②多言語化する KIB がどのような学習環境と学習スタイルを持ち、どのように変容するか分析・考

察する。 

③KIB の異文化接触とネットワーク構築の実態調査から、多言語、多文化化した職場での社会文

化管理について考察する。  

 

第2章 先行研究 

 これまでビジネス関係者を対象とした先行研究には近藤（1998）の日本在住の外国人ビジネス関

係者の接触場面上の問題点に着目した意識調査、西田（2000）の海外日系企業における日本人

駐在員と現地社員との異文化間コミュニケーション摩擦を調査したものなどがある。しかし、いずれ

も接触場面上の問題点の探求に焦点を当てているため、外国人ビジネス関係者のインターアク

ションの実態を覆い隠してしまっている。本研究では研究目的①を明らかにするため、ネウストプ

ニー（1982）の文法外コミュニケーション行動の 8 つのルールに沿って、主に社会言語学的な特徴

の分析・考察を進める。また、KIB が日本人とのインターアクション上、どのような話題管理や調整

行動を使用しているかを明らかにするため、外国人居住者の日本語接触場面における社会文化

管理や異文化適応の実態を明らかにした村岡（2002）のインターアクション・インタビューを調査方

法に用いデータ収集を行う。研究目的②の学習スタイルの分析には Oxford（1990）の言語学習に

用いられる間接ストラテジーを援用し、分析枠組みとし分析、考察を試みた。 

 

第3章 調査概要 

 本研究では日本 IT 業界への就業目的で、ある一定期間の日本語研修を受け、現在日本在住

の韓国人 IT ビジネスパーソン 10 名を調査協力者とした。KIB の日本語接触場面の実態を把握す

るため、2008 年 11 月から 12 月、一次調査として KIB5 名への半構造インタビュー（村岡 2002）を

実施した。ビジネス場面では音声データ収集の倫理的制限があることや、稿者と協力者は日本語

研修教室で教師と学習者であった経緯から、ある程度のラポート形成がなされていると考え、KIB

の意識を深く掘り下げることができる半構造インタビューを用いた。その録音データを文字化し、そ

こから特徴的な項目を抽出しさらに分析・考察を深めるため、2009 年 6 月から 7 月、KIB5 名への

二次調査を実施した。二次調査では接触場面上の特徴を具体的に引き出すため、インターアク

ション・インタビュー（村岡 2002）を用いた。 
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第 4 章 調査データの記述と分析 

 調査データの分析から、KIB の職場内、外における実質行動とインターアクションの関連性や文

法外コミュニケーションストラテジーの適用が明らかになった。ネウストプニー(1982)の文法外コミュ

ニケーションルールの「バラエティー」「内容」に関連するストラテジーの表出は顕著であった。職場

における言語の社会化には、円滑な業務遂行や摩擦回避のためのストラテジーの獲得、場面や

参加者への配慮行動の重要性が明確になった。 

KIB の日本語学習スタイルについては、メディアやネットワークを効果的に取り入れた、自律的な

日本語学習を継続していることが明らかになった。時間的な制約がある KIB は、実際使用場面に

即した独自の日本語学習スタイルを選択していると考察される。KIB の日本語学習スタイルは、特

定の教室場面に属さない成人日本語学習者の学習継続を考える際に、留意すべき点が集約され

ていると捉えられる。 

 

第 5 章 総合的考察 

 KIB は異言語、異文化接触を通じて、社会文化意識の変容を遂げていることが明らかになった。

意識の変容には、異言語、異文化を肯定的に受容し、多言語意識を拡大、または構築するタイプ

と、母国では認識することのなかった心的葛藤を抱える 2 つのタイプがあり、協力者の異言語、異

文化接触体験により個別性が生じていると分析できる。多言語意識を構築させた要因は、異言語、

異文化職場での業務遂行が KIB の自己効力感を高めた結果と考察される。 

  

第 6 章 おわりに 

 職場の実際使用場面では、これまでのビジネス日本語教育では身につけることが困難な日本語

インターアクション能力が求められている。職種や職場環境によって、求められる日本語能力も多

様であり、一般化することは難しい。総合的な考察を経て、職場での言語の社会化には、文法外コ

ミュニケーションストラテジーと社会文化管理能力の獲得が肝要であるという点が明らかになった。

そのため、今後のビジネス日本語教育には、職場の実践的な日本語インターアクション能力に着

目した学習内容を、効果的に設定することが期待される。 
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